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B本 年度 にお こ なつ た試験 調 査

汰 木 達 郎.荒 上 和 利.椎 葉 康 喜

B-一一f庇 蔭格子 による試験(構 内)

(1)モ ミ稚樹の生 長 と庇蔭 との関係

昭和45年4月 播種のモ ミ稚樹を昭和47年5月 に掘 り取 り生長状態 を調査 した。

その結果は下表 に示すQ

(10%区40本,2G%区5G本,40%区59本,8fi%区59本,feG%区 鱈 本の

平 均値で示す。)

この結果か ら稚樹高では 轟e%区 が最大で あり,つibで89%区 で あるo播 種 当年 の伸びは,

100,80%区 が よく盈年 には40%区 が か なりの伸びを示 してお り,100%区 の伸びが最

低 に宏っているoま た根長 をみ ると,86,46,穏9%区 の 順序 で よく,26%区 が 最低で

ある。

つ ぎに重量生長 をみ ると,総 重,T,R,葉 重 と庵に80,4figi区 が もっ ともよく,1990

区 が最低 である。以上 のこ とか ら,発 芽後2年 目では,4e,80%区 がT,R,葉 と もに生長

が よい ようで あるoし たが って,発 芽 当初は明 るさには あま り影響な く発芽後 時間の経過 とと も

に庇蔭 のちが いが上長伸長 また根系の発達 にあらわれ,と くに葉 の形成 に大 奏く影響 してい る。



(2}ツ ガ発芽試験

20×20×10cmの 植 木鉢(木 製)1個 に ツガ種子1,000粒 ず つ を昭和46年5月 に播 選

各格子 に配置 し発芽状態 を調査,結 果は下表 に示すo

これに よると播種後1ヵ 月 目に発芽を開始 して於 り開始後2週 間 目に20,40%区 が,5週

欝に1o,89,19o%区 が 多数発芽 して いる。

発芽開始後1ヵ 月 目に発芽を終了 してお り終了状態では,40%区 が 一番 よく,っ いで,20,

19,89,199%区 の 順で あるoま た 肇年 を経過 した昭和47年5月 には,39%区G5本,

20%区77本,40%区159本,80%区96本,100%区57本 と なってお り,消 滅本

数 は各 々,385,349,87,85,IG2本 で30,28,1o9%区 は か な り消減 して

いるo


